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Ｗｅｂ申請操作マニュアル（検証用） 
 

 

１．Ｗｅｂ申請システム利用登録と事前申請操作方法               Ｐ ２～Ｐ ６ 

 

 

２．確認申請書第一面から第六面作成方法                     Ｐ ７～Ｐ３４ 

 

 

３．計画概要書・工事届の作成方法                          Ｐ３５～Ｐ３６ 

 

 

４．申請書作成と申請操作手順                             Ｐ３７～Ｐ４５ 

 

 

５．補正依頼後の作成方法                                Ｐ４６～Ｐ６４ 
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申請者側 

■ＷＥＢ申請をご利用いただくには、次の環境設定が必要となります。 

※必要に応じてダウンロード・インストール・保存をお願いします。 

パソコンの環境設定について  

（図１－２）のパソコン環境設定又は（図２－２）のシステム起動時からインストールできます。 

.■ NET Framework   （最新バージョンで） 

● Microsoft.NET Framework 4.7.2  

● Microsoft.NET Framework 4.7.2 日本語パック 

■ Google Chrome windows Remix ClickOnce Helperプラグイン 

■ Firefox Meta4 ClickOnceLauncherプラグイン 

（エシェンツジャパンホームページの「ダウンロード」の「ＮＩＣＥ確認検査受付システムＷｅｂ申請Ｐａｓｓ

付」の利用者側操作マニュアル（以下エシェンツジャパンという。）の参照Ｐ５～Ｐ１０）（パスワード essenz） 

 

◆利用者登録 

 
（図１－１） 

■熊本建築審査センターホームページの「ＮＩＣＥＷＥＢ申請」のバナーをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://sinsa.bhckuma.or.jp/wp-content/uploads/2020/01/caf0267875bd09de8b50dcbbfb74dc2b.pdf
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=863262
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=863262
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=863258&clcid=0x411
https://chrome.google.com/webstore/detail/windows-remix-clickonce-h/dgpgholdldjjbcmpeckiephjigdpikan
https://addons.mozilla.org/ja/firefox/addon/meta4clickoncelauncher/
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（図１－３） 

■NICE WEB申請システムのログイン画面が表示されます。 

「新規登録」ボタンをクリックしてください。 

 

 
（図１－４） 

■ご利用のお申し込み画面が表示されます。 

必要事項（*は必須）を入力し、「登録内容の確認」ボタンをクリックしてください。 

＊印の部分は全て入力してください。 

※パスワードは、英数混在で 8文字以上としてください。 

※パスワードは、NICE WEB申請システム起動時に必要となりますので必ず控えておいてください。 

※承認に数日間係る可能性があります。 

社内で複数のＩＤ・パスワードを利用されたい方はエシェンツジャパン（参照Ｐ１７～Ｐ２０）の社員管理の操

作手順を参照ください。 
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（図１－５） 

■お申込み内容の確認が表示されます。 

表示されている内容をご確認頂き、「登録」ボタンをクリックしてください。 

以上で利用者登録の作業は完了です。 

 

 

 

 

 

 
 

（図１－６） 

当機関にて内容を確認させて頂き承認させて頂きました後、メールにて IDを送信させて頂きます。 

送信させて頂きました IDと、上記「図１－４」の際に設定されたパスワードにより、WEB申請システムにログ

インしてください。 
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（図２－１） 

 

■「デモ用ＮＩＣＥＷＥＢ申請」をクリックします。（図１－２参照） 

■NICE WEB申請検証版画面が表示されます。 

■新規登録時にメールで送信された「ログインID」と新規登録画面で入力した「パスワード」を入力し「ログイン」

ボタンをクリックします。 

※パスワードをお忘れの場合は、パスワードの再設定をご覧ください（エシェンツジャパンＰ１３～Ｐ１４参照） 

 

 
 

図２－２ 

■NICE WEB申請システム起動画面が表示されます。 

「システムを起動」ボタンをクリックしてください。 

※セキュリティソフトの制御等により、インストールを許可するかのBOXが表示される場合があります。 

その際は、「はい」等をクリックしてインストールを実行してください。 
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図２－３ 

■NICE WEB申請システム起動画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２－４ 

■NICE WEB申請物件一欄が表示されます。 

■最初は該当するデーターが見つかりませんでした？との表示がされます。 
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図２－５ 

■新規データを作成する場合は「物件追加」プルダウンより「基準法」をクリックします。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

図２－６ 

物件情報追加画面が表示されます。必要事項（オレンジの縦線がある項目）を入力します。 

今回は、建築物・確認申請を入力方式で作成します。 
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図２－７ 

物件情報を入力完了後、「作成」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 
 

図２－８ 

建築物-確認画面が表示されます。 

「編集開始」ボタンをクリックし、第二面から第六面の情報をすべて入力してください。 

      第一面は第六面入力終了後に入力してください。 

※便利機能 

「申プロ読込」：申プロデータの読込が可能です。「申プロ読込」ボタンをクリックします。（エシィエンジャパン

利用者側操作マニュアル図７－１－４参照） 
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図２－９ 

申請書第二面入力記載方法 

 ◆最初申請の場合は建築主を手入力してください。 

 

 

 

 
 

 

 

図２－１０ 

◆その後申請で同じ建築主の場合は、「参照」ボタンをクリックして「決定」ボタンクリックで入力可能となりま

す。（参照ボタン利用の場合） 
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図２－１１ 

◆最初申請の場合は、代理者・設計者・監理者等を手入力してください。 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２－１２ 

◆最初申請の場合で、代理者を設計者・監理者等とする場合は、「参照」ボタンよりコピーで入力可能となります。 
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図２－１３ 

◆代理者を設計者及び監理者を同じにする場合は、「参照」ボタンをクリックして申請書内よりコピーをクリック

した後、「決定」ボタンクリックで入力可能となります。 

 

 

 

 

 
 

 

 

図２－１４ 

◆２回目以降で設計者を同じにする場合は、「参照」ボタンをクリックして申請書内よりコピーした後、「決定」

ボタンクリックで入力してください。 
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図２－１５ 

◆２回目以降で工事監理者を同じにする場合は、「参照」ボタンをクリックして申請書内よりコピーした後、 

「決定」ボタンクリックで入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２－１６ 

 ◆建築主・代理者・設計者・工事監理者等を追加する場合は、「追加」ボタンをクリックして記載可能です。 
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図２－１７ 

 ■第三面の記載方法。 

 ◆１欄から６欄までの記載。 

 ◆地名地番は物件一覧の物件名に記載されていると自動的に入力されます。 

 

 

 

 
 

 

図２－１８ 

◆７欄から９欄までの記載。 

◆７欄ロと８欄は▼ボタンクリックで選択可能。 
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図２－１９ 

◆７欄から９欄までの記載。 

 ◆７欄ロと８欄は▼ボタンクリックで選択可能。その他は基本手入力です。 

 

 

 

 

 
 

 

 

図２－２０ 

◆１０欄から１１欄までの記載。 

 ◆１０欄ロ及び１１欄ワ、カは基本としては自動計算で可能。☑をいれると手動入力となる。 
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図２－２１ 

◆１２欄から１３欄までの記載。 

 ◆基本は手動入力となる。 

 ◆「第四面作成」ボタンをクリックすると、工事種別、最高高さ、階数、構造はコピーされる。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２－２２ 

 ◆「第四面作成」ボタン作成しますか!?の「はい」をクリックすると、工事種別、最高高さ、階数、構造はコ

ピーされる。 
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図２－２３ 

◆１４欄の記載。 

 ◆開発許可、法４３条許可等を記載してください。 

  

 

 

 

 

 
 

 

図２－２４ 

◆１５欄から１９欄の記載。 

 ◆工事予定日及び工事完了日はカレンダーより記載してください。 
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図２－２５ 

◆１５欄から１９欄の記載。 

 ◆工事予定日及び工事完了日はカレンダーより記載してください。 

 

 

 

 

 

 
  
 
 
図２－２６ 

■第四面の記載方法。 

 ◆１棟目の記載。 
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図２－２７ 

 ■第四面の記載方法。 

 ◆２棟目は「追加」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 
 

 

 

図２－２８ 

◆１棟目の棟名称を記載してください。 
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図２－２９ 

◆１棟目の棟名称を記載してください。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

図２－３０ 

◆１棟目の棟名称が表示される。 
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図２－３１ 

◆２．用途の▼をクリックすると用途一覧が表示される。 

 

 

 

 

 
 

 

図２－３２ 

◆２．用途の▼をクリックすると用途一覧が表示されるので、申請建物をクリックする。 

◆３．工事種別に☑に入れる。 

◆４．構造は▼をクリックすると構造一覧が表示されるので、申請構造をクリックする。 
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図２－３３ 

第四面８欄から１０欄の記載方法。 

◆８欄、９欄は手入力。 

◆１０欄は「補助」ボタンをクリックすると一覧が表示される。 

 

 

 

 
 

 

図２－３４ 

◆１０欄「補助」ボタンをクリックすると、一覧表が表示されるので必要項目に☑を入れて、「選択」ボタンを 

クリックする。 
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図２－３５ 

◆１０欄の建築設備が表示される。 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２－３６ 

◆８．階数の「第五面作成」ボタンをクリックすると第五面が作成されるので、「はい」をクリックする。 
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図２－３７ 

◆第五面作成ボタンをクリックすると、「ＯＫ」ボタンをクリックすると第五面の記載がされる。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２－３８ 

◆１１欄の作成方法。 

◆チェックボタンに☑を入れます。 
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図２－３９ 

◆１２欄の作成方法。 

 

 

 

 

 
 

 

 

図２－４０ 

◆１２欄の作成方法。 

◆「追加」ボタンでＰＨ階か。各階か、地下階か等を選択してください。 
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図２－４１ 

◆１階であればＦ１、２階であればＦ２を選択してください。 

◆各階について第五面の作成を同時に行ってください。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

図２－４２ 

◆第四面の床面積を記載し、各階について第五面の２欄から６欄の作成を行ってください。 
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図２－４３ 

◆各階について第五面の７欄の作成を行ってください。 

◆第四面で第五面の作成された場合は、自動的に用途が記載される。 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２－４４ 

◆第四面で第五面の作成ボタンで用途欄は記載されているので、各用途の面積を記載する。 

◆各階に２つ以上の用途が存在する場合は、「追加」ボタンをクリックする。 
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図２－４５ 

◆各階について第五面の７欄の用途を▼ボタンをクリックして申請用途をクリックする。 

◆その用途をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２－４６ 

◆各階の用途ごとに、第五面の７欄の用途を選択して、床面積は手入力する。 
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図２－４７ 

１階と同じ要領で２階も記載します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２－４８ 

◆２階についても１階と同じように、第五面の７欄の作成を行ってください。 
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図２－４９ 

◆２階も１階と同じように、第五面の７欄の用途を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
図２－５０ 

◆床面積は手入力する。 
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図２－５１ 

◆１３欄から１７欄の作成方法。 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２－５２ 

◆基本として１回目は手入力で、その後は「参照」ボタンで可能。 

◆防火地域、準防火地域、法２２条地域の場合は認定番号等記載をします。 
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図２－５３ 

◆第六面の作成方法。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２－５４ 

◆１欄はEXPJである場合は「分離切り替え」ボタンで追加する。 

◆２欄の延べ面積を記載すると。左記の延べ面積が自動入力される。 
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図２－５５ 

◆第一面の作成方法。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２－５６ 

◆申請年月日はカレンダーをクリックして入力する。 
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図２－５７ 

◆申請者・設計者は第二面に記載を利用する。☑ボタンを利用することにより、自動入力できる。 

◆「保存」ボタンをクリックする。 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２－５８ 

◆「申請書ＰＤＦ作成」ボタンをクリックします。 
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図２－５９ 

◆第一面から第六面の申請書の記載完了後は申請書ＰＤＦ作成ボタンをクリックして申請書を作成する。 

◆入力内容に齟齬がある場合はエラーメッセージが表示されるので、再度訂正してＰＤＦ化すること。 

◆エラー修正後に「はい」をクリックする。 

◆PDF作成が完了するとファイル一覧の画面が表示されます。 

申請書、概要書第一・二面の PDFデータがファイル一覧に添付されます。 

◆申請書がＰＤＦ化された場合の表示。 

 

 

 

 
 

 

図２－６０ 

◆エラー画面の表示。 
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図２－６１ 

◆建築計画概要書、建築工事届等の作成方法 

◆EXCEL作成ボタンをクリックします。 

◆申請書、概要書第一・二面以外に必要な帳票（建築工事届等）につきましては、「EXCEL作成」ボタンをクリ

ックしてください。 

※「編集開始」ボタンが押されている状態では、「EXCEL」作成はご利用できません。 

 必ず「保存」ボタンをクリックしてから作成してください。 

 

 
図２－６２ 

◆一覧表が表示されるので、建築工事届をクリックします。 

EXCEL出力のポップアップが表示されます。 

「▼」をクリックするとプルダウンで出力ファイルの帳票名が表示されます。 

出力したい帳票を選択してください。 

※プルダウンに表示されている帳票名は、実際の内容と異なる場合があります。 

◆出力ファイルを確認し、「出力」ボタンをクリックしてください。 
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図２－６３ 

◆建築工事届を作成します。 

 

 

 

 
 

図２－６４ 

◆今回はデスクトップ画面に建築工事届をファイル名で保存します。 

◆ファイルの種類はＥＸＣＥＬブックとしていますが、ＰＤＦで保存してください。 

◆エクスプローラーが開きます。 

◆保存したい場所を選択し、「保存」ボタンをクリックしてください。 

◆EXCELが起動し、選択した帳票が表示されます。 

※EXCEL出力したデータは、確認申請で入力いただきました情報についてほぼ入力された状態で出力されま 

すが、入力されていない部分もございますので、その部分については新たに入力し、帳票を完成させてくだ 

さい。出力ファイルはPDFに変換していただきましたうえ、ファイル一覧に添付してください。 
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図２－６５ 

◆各図面をＰＤＦ化して、ホルダーを作成してパソコンに保存します。 

◆今回は、デスクトップ画面に保存します。 

 

 

 

 
 

 

 

図２－６６ 

◆エラー等がある場合はチェックに内容が表示されます。 
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図２－６７ 

◆申請に必要な図書等の添付を行います。 

◆「編集開始」ボタンをクリックし、「追加」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 
 

 

図２－６８ 

◆各申請図面をファイル一覧に保存しますとの表示画面。 
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図２－６９ 

◆各申請図書をファイル一覧に保存します。 

◆建築工事届はＰＤＦとＥｘｃｅｌで保存します。 

 

 
図２－７０ 

◆文書名が重複しているとのエラー表示となった場合は、エクセル建築工事届けを削除ボタンで削除する。 

◆全てのファイルを添付していただけましたら、「保存」ボタンをクリックします。 

※添付可能なファイル形式 

Pdf、xls、xlsx、doc、zip、txt等 

ですが、原則ＰＤＦに変換してアップロードしてください。 

※ファイル添付については、下記のファイルごとにアップロードしてください。 

１、申請書（自動的に概要書一面、二面も一体的に作成されます。） 

２、建築工事届 

３、図面（図面は１枚ごとにＰＤＦ作成してください。） 

４、（事前報告書・委任状・各種許可書関係書類等）※ＰＤＦ化して申請をお願いします。 
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図２－７１ 

◆各申請図書一式が表示されます。 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２－７２ 

◆「申請」ボタンをクリックします。 
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図２－７３ 

◆事前申請が表示されます。 

 

 

 

 
 

 

図２－７４ 

◆事前申請が表示されますので、各項目を記載します。 

◆請求先は「参照」ボタンで表示されますので、選択してクリックします。 

 

※請求先は領収書の宛先となる方を記載してください。 

 

 

 



42 

 

 
 

 

図２－７５ 

◆事前申請が表示されます。 

◆申請履歴画面の「申請」ボタンをクリックしていただきました後、申請画面が表示されますので、必要事項を

入力し、申請するファィルをすべてチェックの上、「申請」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２－７６ 

◆事前申請の申請書類の選択をします。 

 「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
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図２－７７ 

◆事前申請の申請書類を選択して必要書類に☑をします。 

 

◆申請履歴画面の「申請」ボタンをクリックしていただきました後、申請画面が表示されますので、必要事項を

入力し、申請するファィルをすべてチェックの上、「申請」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 
 

 

図２－７８ 

◆申請が完了すると、申請履歴画面に「事前申請」を送信が表示されます。 

 

※事前申請中及び本申請後は、データーの編集を行うことはできません（データーの相違を防げため） 
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図２－７９ 

 

◆「閉じる」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２－８０ 

◆申請物件の表示がされます。 

◆「閉じる」ボタンをクリックします。 
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図２－８１ 

◆物件一覧が表示されます。 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２－８２ 

◆「終了」ボタンをクリックします。 
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◆申請補正の操作手順 

◆当初Ｗｅｂ申請を建築審査センターで審査されて、補正が必要な場合はメールで補正依頼がありますので、 

 以下の手順により、補正を行ってください。 

◆熊本建築審査センターホームページの「ＮＩＣＥＷＥＢ申請」のバナーをクリックします。 
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◆建築審査センターから補正依頼がメールで届きましたら、NICE WEB申請を起動・ログインします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

◆、NICE WEB申請の「システム起動」ボタンをクリックします。 
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◆NICE WEB申請のシステムの起動状況。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◆物件一覧画面の右側の申請状況が赤文字で「事前補正依頼中」と表示されていることを確認します。 

※申請状況：申請物件の進捗状況が表示されています。 

 表示されている文字で現在の進捗状況を確認することが可能です。表示されている文字が黒色の場合は当機関

が審査中であることを表しており、申請物件の編集を行うことができない状態です。 

 赤文字の場合は、補正等で申請者側が作業すべき事項があることを表しており、申請物件の編集を行うことが

できる状態です。 
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◆物件一覧画面の起動後の表示状況。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

◆「補正依頼物件」をクリックし、物件を開きます。 

◆申請履歴画面のファイルを開いて内容をご確認ください。 
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◆ファイル一覧を開き、補正が必要なファイルを再アップロードします。 

判定が「審査済」となっているファイルの訂正は不要です。また「審査済」のファイルには当機関のスタンプが

押印されておりますのでご了承願います。 

※申請書につきましては、入力情報を訂正したいただいた後、「PDF 作成」ボタンをクリックしていただきます

と申請書PDFファイルが上書きされます。「編集開始」ボタンが押されている状態では、「PDF作成」はご利用

できません。必ず「保存」ボタンをクリックしてから作成してください。 

 

 

 

 

 

 
 

◆「編集開始」ボタンをクリックします。 
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◆その他の添付図書を補正する場合は、訂正が必要なファイルを選択し、「削除」ボタンをクリックしてファイ 

ル一覧から削除してください。 

※訂正前のファイルにつきましては、ファイル一覧画面からは削除されますが、申請履歴画面の「事前申請を 

送信」をクリックしていただきますと、その際に添付いただきましたファイルを確認することができます。 

補正が必要なファイル一覧から削除していただきましたら、添付追加ボタンをクリックし、新たなファイルをア

ップロードしてください。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◆訂正が必要なファイルを選択し、「はい」ボタンをクリックしてファイル一覧から削除してください。 
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◆削除された後の表示。 

 

 

 

 

 

 
 

 

◆訂正前のファイルにつきましては、ファイル一覧画面から削除されますが、申請履歴画面の「事前申請を送信」

をクリックしていただきましたらファイル確認することができます。 
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◆事前申請のファイル一覧画面。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

◆申請訂正部分の修正をします。 
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◆申請訂正部分の修正をします。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

◆申請訂正部分の修正をします。 
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◆申請訂正部分の修正をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

◆申請訂正部分の修正をします。 
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◆申請訂正部分の修正をします。 

 

 

 

 

 

 
 

◆「保存」ボタンをクリックします。 
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◆「申請書ＰＤＦ作成」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

◆申請書ＰＤＦ作成画面。 
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◆申請必要ファイルの作成。 

◆申請書ＰＤＦの申請欄の済が空欄になります。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◆補正された申請書を補正図書としてパソコンにフォルダに保存する。 

※今回はトップ画面に保存する。 

◆補正申請図書は訂正したファイルと分かるようにファイル名の後に「２」等の更新番号をつけて保存します。 

 



59 

 

 

 
 

 

 

◆補正申請図書は訂正したファイルと分かるようにファイル名の後に「２」等の更新番号をつけて保存したファ

イルはドラック等をして申請書に追加します。 

◆申請書ＰＤＦは当初申請書が上書きコピーされるので、申請書２ＰＤＦは不要。 

 

 

 

 

 
 

 

◆「保存」ボタンをクリックして、「申請」ボタンをクリックしてください。 

◆新たなファイルを選択し、「開く」ボタンをクリックしてください。 

◆新たなファイルの添付が完了しましたら「保存」ボタンの順にクリックしてください。 

◆申請画面が表示されますので、内容を確認いただき、今回申請するファイルをチェックのうえ「申請」ボタン

をクリックしてください。 

１ 

２ 
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◆保存状況画面。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

◆申請画面が表示されますので、内容を確認します。 

◆今回訂正が無い申請書等のみにチェックが入っています。 

 

 



61 

 

 

 
 

 

 

◆今回申請するファイルに☑をします。 

◆訂正がない申請書等も含めて、すべての添付データーにチェックの上、申請します。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

◆必要なファイルを確認のうえ「申請」ボタンをクリックします。 
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◆事前補正申請の送信が表示されます。 

◆申請情報の「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

◆ファイル一覧画面を確認すると、今回訂正しましたファイルの登録日時が更新されます。 
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◆１の申請書ＰＤＦはシステムで訂正したので、更新日付が表示されます。 

◆４の申請書ＰＤＦ２はシステムで訂正後フォルダにＰＤＦで作成したのをファイルとして申請したので、申請

欄が空白となっている。 

 

 

 

 

 
 

 

 

◆「閉じる」ボタンをクリックします。 
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◆申請状況に事前補正申請中と表示されます。 

◆「閉じる」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 
 

 

 

◆申請一覧の申請状況に「事前補正申請中」と表示されます。 

 

 

 

 


